「父の日のお話し」　詩篇103：13　2012年6月17日(日)　父の日家族礼拝
1． 男の人が自動車の中を見て、誰からに話しかけていますね。
　「シートの位置はいいかい？　ミラーも全部見えてるかい？」

2． 誰に話しかけているのかと思ったら、自動車の中には女の子が乗っていたんですね。

　お父さんが娘に話しかけていたのです。

3． 危ないからフリーウェイに乗っちゃダメだよ。それから携帯電話もバッグも下に置くんだ　よ・・・」
4． お父さんは心配そうです。女の子は「はいはいっ」って顔で聞いてますね。

5． 「それから運転中にテキストなんて打ったらダメだぞ。それからそれから･･･」

6． 「Daddy OK～、大丈夫よ！」

7． 「OK、じゃあ持っていきなさい･･･気をつけて行くんだよ」　お父さんは娘に自動車の鍵を渡しました。

8． 「Thanks Dad！」・・・!? 何と運転席に乗っていたのは実は成長した娘だったのです！

　本当は運転席に座って自動車を運転しようとしていたのは成長した娘でした。その娘がいよいよドライブするようになった、その瞬間だったのですね。

娘はもう小さな子供ではありません。でもお父さんにとって子供は、いつまでたっても小さな子供のまま、愛して守ってあげなければいけない存在なんです。

9． 娘がドライブに出かけて行きます・・「電話をするんだぞ、でも運転していない時にね・・・」　お父さんはずっと心配なんです。

このお話し、どこかで見たっていう人いますか？

これは実は、ある自動車会社のコマーシャルなんです。
10． のぶ先生はこのコマーシャルを見て、とっても感動しました！

　のぶ先生も娘が二人もいますからね、このお父さんの気持ちがよ～く分かりますよ。

　でもね、感動したのはそれだけが理由じゃないんです。

11． のぶ先生は、神様の愛ってこういうことなんだなって思ったんです。

　私たちは、何でも分かったようにして生きています。でも神様の目からは危なっかしいし、守ってあげたい、いつまでのたっぷり愛していたい存在なんですね。神様の愛、イエス様の愛は、いつまでも変わらない永遠の愛なのです！

12． 「父がその子を憐れむように主は主を畏れる人を憐れんでくださる。」詩篇103:13
　　「As a father has compassion on his children, so the LORD has compassion on those who fear him.」Psalms 103:13
今日は父の日です。お父さんに感謝しましょう。そしてそのお父さんを与えてくださった神様、お父さんのように愛してくださる天のお父様に感謝をささげましょう。

おしまい。
